
出雲ブロック
課題や特徴的な取り組み・共有したいコトモノ

しまねリハビリテーションネットワーク 出雲ブロック理事
森脇 繁登

（島根⼤学医学部附属病院, 作業療法⼠）



役員紹介

神⽥⼀路



出雲市

第8期（2021-2023年）出雲市⾼齢者福祉計画・介護保険事業計画

⼈⼝ 171,938⼈ ;2015年
⾼齢者⼈⼝ 49,563⼈（⾼齢化率29.1%）︔2015年

医療介護資源は⽐較的豊富
市内の地域偏在あり

外国⼈住⺠ 4,541⼈（総⼈⼝2.6%）;2020年

島根移住体感ツアー
https://www.teiju.or.jp/shimane_onlinetour/izumo/

第8期（2021-2023年）島根県⽼⼈福祉計画 島根県介護保険事業⽀援計画



出雲リハケアネットについて

【沿 ⾰ :   2012年10⽉ 設 ⽴】
2013年〜2015年度
島根県在宅医療連携推進事業として認可（受託︓出雲医師会）
2016年度〜
出雲市在宅医療・介護連携推進事業の取組み団体として認可

【 ⽬ 標 】
①急性期から在宅までリハビリに関して顔の⾒える双⽅向性の連携を作る
②在宅関係者が勉強会を通してリハビリ評価に慣れていく

代 表 ： 酒井康生（島根大学医学部附属病院）

リハビリテーション視点の多職種連携に資する活動



出雲リハケアネットについて

主な活動
●FIMプロモーション部
FIM訪問セミナー
多職種連携をテーマとした各種研修会

●地域リハビリ部
リハビリ専⾨職派遣
地域ケア個別会議、通いの場、通いの場⽴上げ⽀援
住宅改修＆福祉⽤具貸与の適正チェックなど



役員会議で議論

第1回︓6⽉9⽇（⾦）19:00-21:00
オンライン

第2回︓8⽉19⽇（⼟）19:00-21:00
島根⼤学医学部附属病院

写真とりわすれ（汗）



役員会議で議論
出雲は医療連携のベースはできていると感じる。

リハケアネットは少数精鋭、通いの場や地域ケア会議にしても参加してくれるメンバーは固定化されてい
るのが実情。実⾏部隊が不⾜しているため対象者への⽀援に時間がかかることも。

地域⽀援活動には、もっと広く⾊々なセラピストが関わってくれれば良いと思っている。

顔の⾒える関係が、まだまだ不⼗分な感じがする。

通いの場にしても、地域ケア会議にしても、参加するには職場の理解が必要。多くはセラピストは、
職場の理解が得られないところが多い。

課題１︓医療の連携ベースは⽐較的整備されているように⾒えるが、部分的であり限局的
な連携にとどまっている

課題２︓既存団体における活動は限られたセラピストの活動が⽬⽴ち、医療介護における
多職種連携は課題が⼭積し、特にタイムリーな課題解決に⾄っていない

出雲ブロック役員で検討した課題



共に学ぶ 共に動く 共に育て・⽀える

【職能団体】
専⾨的な知識・技術を⽀援

【リハケアネット】
医療-医療、医療-介護の
多職種連携を⽀援

【しまねリハビリテーションネットワーク】
連携の礎を育むための⽀援



2024年度の活動①

研修会の開催

⽬的①︓出雲の未来を知る
出雲の実情を知る
⼀⼈⼀⼈ができることを考える

⽬的②︓出雲の未来を創る
市内セラピストのより良い繋がりの⼀助とする
タイムリーな課題解決の⽅法を検討



2024年度の活動②

（作成元）
しまねリハビリテーションネットワーク-出雲ブロック-

各専⾨職の職能団体

出雲市における⾏政セラピストの必要性についての
提⾔書作成に向けた検討開始

（趣旨）
地域課題等に関してタイムリーな課題解決に向けたて

⾏政にセラピストの配属についての提⾔


